在宅　様式4
訪問看護記録－１

実習場所：＊記号で記入（例：ＡＧ－１）記入日　 年　 月 　日　学籍番号：　　　　　　 氏名：　　　　      　　

	＊ＩＣＦの視点で情報を整理する。

	対 象
	様式9のアルファベットと

統一する
	氏
　　　　
	性　別
	男・女
	年　齢
	（　　　歳代）

	①
健
康
状
態
	疾　患
現病歴・治療状況・医療処置

＊ 疾患や健康障害の程度は発症からどのような経過や治療を受け経過しているかを整理し記述する。

＊ 現在行われている医療処置（内服・外用・吸引・吸入・カテーテル管理・酸素療法・点滴・ 経管栄養・浣腸・摘便・導尿など）と内容を簡潔に整理し記述する。
既往歴

＊ 罹患した時期と疾患名を必要範囲内で記述する。

＊ サマリー・訪問記録や訪問計画・医師の指示書・居宅サービス計画書などの情報やスタッフなどからの情報を参考に記述する。

＊ 多様な疾患や手術経過など長期の場合は、必要範囲内を簡潔に記述する。
内服薬

＊服薬量・作用・副作用

	②
	障害の程度
＊ 要介護度・認知度・寝たきり度を記述する。

＊ 身体症状や視覚・聴覚・知覚・嗅覚・嗅覚等の状況を記述する。


	身心

体身

構機

造能
	

	③
活　動
	ADL　IADL　その他
＊ADLやIADLの状況は実習中観察した内容を踏まえて「どのような動作」が「どこまでできるのか・できないのか」まで具体的に記述する。

＊ADL：日常生活動作（起居動作・移動移乗動作・食事・排泄・清潔・更衣・整容・コミュニケーション・など）

＊IADL：手段的日常生活動作（買い物・食事の用意・掃除・洗濯・服薬管理・金銭管理・電話の使用・社会資源の活用・対人関係など） 

	④
参
加
	社会参加
＊社会や地域への参加や役割

（これまで経験した仕事・ボランティア・習い事など）

	⑤
個
人
因
子
	生活歴
＊趣味・職業歴など 
パーソナリティー・価値観

＊ 人生や生活で重要と感じていること、健康に関連する価値観、信念などを記述する。


	⑥
環
境
	利用しているサービス　

＊ サービスの種類と利用頻度、サービスの内容を記述する。
経済状況

＊ 主な収入源（社会保障などを含む）や生計の中心者などの状況を記述する。

居住環境

＊療養室、家屋、地域環境など生活する上での状況を記述する。

家族の状況
＊家族形態や家族構成、主な介護者や介護代替者の役割や関係性について記述する。

	⑦ 訪問看護

導入経緯
	＊訪問看護を利用するに至った経過について記入する。

	⑧ 看護援助
方針や内容
	＊看護職などによる現在までの援助内容を整理し、今後の援助内容に繋がるように整理し記述する。


九州看護福祉大学　看護学科

